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今
年
四
月
、斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
相

は「
建
設
現
場
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｏ
Ａ
）化
」を
新
た
な
方
向
性
に
掲
げ

た『
ｉ
︲
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

２
・
０
』の
発
表
に
胸
を
張
っ
た
。そ
れ

も
そ
の
は
ず
。単
品
受
注
生
産
だ
か
ら
同

じ
も
の
が
二
つ
と
な
い
こ
と
が
、建
設
現

場
の
最
大
の
特
徴
で
、労
働
集
約
業
態

の
典
型
と
言
わ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。そ
の

建
設
現
場
で「
施
工
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
化
」、「
デ
ー
タ
連
携
の
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
化
」、「
施
工
管
理
の
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
化
」―
―
と
三
つ
の
Ｏ
Ａ
化
で
現

場
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン（
工
場
）化
に

取
り
組
み
、二
〇
四
〇
年
度
ま
で
に
二
〇

二
三
年
度
比
三
割
の
省
人
化
を
打
ち
出

し
た
。

　

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
格
好
の
ｉ
︲

＋
高
齢
化
」は
、建
設
産
業
界
に
と
っ
て

「
担
い
手
確
保
＋
二
つ
の
高
齢
化
」問
題

で
も
あ
っ
た
。二
つ
の
高
齢
化
と
は
、一

つ
が
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
自
然
災

害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
の
な
か
、高
度
成

長
期
以
降
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
イ

ン
フ
ラ（
社
会
資
本
）の
老
朽
化
・
高
齢

化
。も
う
一
つ
が
、建
設
現
場
を
支
え
る

技
術
者
と
技
能
労
働
者
の
高
齢
化
進
行

だ
。特
に
建
設
産
業
界
の
場
合
、入
職
す

る
若
者
の
就
労
人
口
に
対
す
る
割
合
が

他
産
業
よ
り
少
な
く
、高
齢
者
の
割
合

は
逆
に
他
産
業
よ
り
も
多
い
と
い
う
二

極
化
が
近
年
更
に
拡
大
。若
者
の
入
職

割
合
が
急
激
に
低
下
す
る
一
方
、高
齢

者
割
合
は
上
昇
の
一
途
を
辿
る
こ
と
を
、

“
ワ
ニ
の
口
”と
し
て
、建
設
産
業
の
課
題

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。

　
“
ワ
ニ
の
口
”が
問
題
な
の
は
、担
い
手

の
高
齢
化
と
と
も
に
、若
者
の
入
職
者
数

減
少
だ
。産
業
を
支
え
る
入
口
段
階
で
入

職
者
数
の
減
少
が
続
け
ば
、現
場
を
支
え

る
こ
と
も
難
し
く
な
る
か
ら
だ
。

　

だ
か
ら
、こ
れ
ま
で
第
四
次
産
業
革

命
な
ど
様
々
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
付
け
て
、

日
本
の
産
業
構
造
の
転
換
を
図
る
べ
く

取
組
み
を
進
め
て
き
た
。国
交
省
の
生
産

Ｃ
ｏ
ｎ
２
・
０
の
元
と
な
っ
た
の
は
、二

〇
一
六
年
四
月
の
ｉ
︲
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
委
員
会
か
ら
の
提
言『
ｉ
︲

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
～
建
設
現

場
の
生
産
性
革
命
～
』だ
。

　

当
時
、安
倍
政
権
が
成
長
戦
略
と
し

て
打
ち
出
し
た「
第
四
次
産
業
革
命
」は

二
〇
一
六
年
一
月
の
ダ
ボ
ス
会
議
で
も

表
現
さ
れ
、世
界
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
認
識
。こ
の
文
脈
の
流
れ
を
踏
ま
え

た
の
が
、国
交
省
の
ｉ
︲
Ｃ
ｏ
ｎ
を
て
こ

に
し
た
生
産
性
革
命
へ
の
取
組
み
で
あ

り
、安
倍
政
権
肝
入
り
で
発
足
し
た
未

来
投
資
会
議
で
最
初
に
俎そ

じ
ょ
う上

に
上
が
っ

た
の
が
、「
二
〇
二
五
年
ま
で
に
建
設
現

場
の
生
産
性
二
〇
％
向
上
」だ
っ
た
。

　

更
に
、翌
二
〇
一
七
年
三
月
に
は
歴
史

的
合
意
と
ま
で
言
わ
れ
た
経
団
連
と
連

性
革
命
、ｉ
︲
Ｃ
ｏ
ｎ
取
組
み
や
、建
設

産
業
界
で
始
ま
っ
た「
働
き
方
改
革
」、

「
協
調
領
域
の
研
究
開
発
」取
組
み
も
こ

の
流
れ
の
一
環
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
今
回
、国
交
省
は「
ｉ
︲
Ｃ
ｏ

ｎ
２
・
０　

建
設
現
場
の
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
化
」と
題
し
た
う
え
で
、「
建
設

現
場
を
最
先
端
の
工
場
へ
」を
掲
げ
、現

場
の
省
人
化
を
加
速
さ
せ
る
考
え
を
打

ち
出
し
た
。

省
人
化
、

急
ぐ
の
に
は
訳
が
あ
る

　

総
務
省
は「
こ
ど
も
の
日
」の
五
月
五

日
に
合
わ
せ
、二
〇
二
四
年
四
月
一
日
現

在
の
子
ど
も
の
数（
一
五
歳
未
満
人
口
）

推
計
が
、前
年
と
比
べ
三
三
万
人
少
な
い

一
、四
〇
一
万
人
で
過
去
最
少
と
な
っ
た

と
発
表
し
た
。一
九
八
二
年
か
ら
四
三
年

連
続
の
減
少
。

　

実
は
将
来
の
各
産
業
の
担
い
手
予
備

軍
で
あ
る
一
、四
〇
一
万
人
の
子
ど
も
の

数
に
は
あ
る
特
徴
が
あ
る
。子
ど
も
の
年

齢
が
下
が
れ
ば
数
が
少
な
く
な
る
傾
向

だ
。

　

具
体
的
に
は
年
齢
三
歳
階
級
別
に
見

合
に
よ
る「
罰
則
付
き
残
業
時
間
の
上

限
規
制
」導
入
を
合
意
。時
代
の
変
化
は

産
業
界
す
べ
て
を
飲
み
込
ん
だ
。

　

日
本
が「
第
四
次
産
業
革
命
」や「
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」と
い
っ
た
ネ
ー

ミ
ン
グ
で
技
術
革
新
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
加
え
、「
働
き
方
改
革
」を
両
輪
に
し

て
産
業
構
造
を
大
転
換
さ
せ
よ
う
と
し

た
最
大
の
理
由
は
、「
人
口
減
少
＋
高
齢

化
」に
尽
き
る
。こ
れ
ま
で
と
同
じ
対
応

の
ま
ま
で
は
人
口
減
少
に
伴
っ
て
国
の
経

済
規
模
を
表
す
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）

の
縮
小
が
避
け
ら
れ
な
い
。こ
の
問
題
を

打
開
す
る
に
は
、人
口
減
少
を
補
う
労
働

生
産
性
の
向
上
し
か
選
択
肢
は
な
か
っ

た
。

る
と
、「
一
二
～
一
四
歳
」の
三
一
七
万

人
を
最
多
に
、「
九
～
一
一
歳
」三
〇
五

万
人
、「
六
～
八
歳
」二
八
八
万
人
、「
三

～
五
歳
」二
五
七
万
人
、「
〇
～
二
歳
」二

三
五
万
人
と
、三
歳
ご
と
の
年
齢
が
下
が

れ
ば
下
が
る
ほ
ど
、子
ど
も
の
数
が
減
っ

て
い
る
こ
と
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る（
単

位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
合

計
と
内
訳
計
は
一
致
し
な
い
）。

　

ま
た
、「
一
五
歳
未
満
」、「
一
五
歳
～

六
四
歳
」（
生
産
年
齢
人
口
）、「
六
五
歳

以
上
」―
―
の
年
齢
三
区
分
別
人
口
の

割
合
推
移
を
見
る
と
、一
九
五
〇
年
の

「
一
五
歳
未
満
」は
三
五
・
四
％
に
対
し

二
〇
二
四
年
に
は
一
一
・
三
％
ま
で
縮
小

し
て
い
る
。

　

一
方
、「
一
五
歳
～
六
四
歳
」の
割
合

は
、一
九
五
〇
年
の
五
九
・
七
％
に
対
し

二
〇
二
四
年
は
五
九
・
五
％
と
人
口
に
占

め
る
割
合
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。人
口
そ
の
も
の
は
既
に
減
少

局
面
に
入
っ
て
い
る
か
ら
、生
産
年
齢
人

口
の
割
合
が
高
度
成
長
期
と
遜
色
な
く

て
も
担
い
手
数
そ
の
も
の
は
減
少
し
て

い
る
。担
い
手
の
数
そ
の
も
の
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、産
業
間
の
人
材

進
む
二
つ
の「
高
齢
化
」

　

そ
の
た
め
国
交
省
の『
ｉ
︲
Ｃ
ｏ
ｎ
２・

０
』は
冒
頭
部
分
で
、「
デ
ー
タ
や
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
、業
務
の
あ
り
方

を
変
革
し
て
い
く
体
制
は
整
っ
て
き
て
お

り
、今
が
ま
さ
に
、ｉ
︲
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
取
組
み
を
加
速
し
、一
人

当
た
り
の
労
働
生
産
性
を
高
め
、抜
本

的
な
省
人
化
対
策
を
進
め
る
時
で
あ
る
」

と
高
ら
か
に
宣
言
。

　

そ
の
う
え
で
、「
少
な
い
人
数
で
、安

全
に
、快
適
な
環
境
で
働
く
生
産
性
の

高
い
建
設
現
場
の
実
現
を
目
指
し
建
設

現
場
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
取
り
組

む
」と
結
ん
だ
。

　

そ
も
そ
も
産
業
構
造
の
転
換
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
背
景
で
も
あ
る「
人
口
減
少

確
保
競
争
は
激
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

ま
た
一
五
歳
未
満
の
割
合
が
こ
の
七

四
年
間
で
三
分
の
一
ま
で
縮
小
し
な
が

ら
、生
産
年
齢
人
口
の
割
合
が
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
こ
と
は
、六
五
歳
以
上
の
割
合
が

急
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

確
か
に
担
い
手
の
数
の
減
少
は
建
設

産
業
界
に
と
っ
て
、技
術
者
・
技
能
労
働

者
い
ず
れ
に
お
い
て
も
建
設
生
産
力
、い

わ
ゆ
る
供
給
力
に
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
。こ
の
影
響
を
よ
り
深
刻
に
さ
せ
る
の

が
、一
五
歳
未
満
の
子
ど
も
推
計
人
口
が

年
齢
が
下
が
れ
ば
下
が
る
ほ
ど
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。こ
の
こ
と
は
裏
返

せ
ば
、未
来
の
担
い
手
の
数
は
確
実
か
つ

徐
々
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
絞
ら
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

建
設
産
業
は
今
、担
い
手
確
保
と
働

き
方
改
革
へ
の
様
々
な
取
組
み
を
進
め

て
い
る
。し
か
し
本
来
手
段
で
あ
る
は
ず

の
働
き
方
改
革
の
取
組
み
が
い
ま
目
的

化
し
て
い
な
い
か
。こ
れ
ま
で
ｉ
︲
Ｃ
ｏ

ｎ
を
冷
や
や
か
に
見
て
き
た
企
業
群
も
、

も
う
そ
ろ
そ
ろ
角
度
を
変
え
て
現
実
を

見
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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